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CubeSuite+ RL78,78K0R コンパイラ CA78K0R V1.60 

リリースノート 

 

この度は，統合開発環境 CubeSuite+をご使用いただきまして，誠にありがとうございます。 

この添付資料では，本製品をお使いいただく上での制限事項および注意事項等を記載しております。ご使用の前に，

必ずお読みくださいますようお願い申し上げます。 

 

目次 

第 1章 対象デバイスについて............................................................. 2 

第 2 章 ユーザーズ･マニュアルについて .................................................... 3 

第 3 章 アンインストール時の選択キーワード ............................................... 4 

第 4 章 変更点........................................................................... 5 
4.1 CA78K0Rの変更点.................................................................... 5 
4.1.1 アセンブル・オプション–MIRCHK の追加............................................ 5 

第 5 章 注意事項......................................................................... 6 
5.1 CA78K0Rの注意事項.................................................................. 6 
5.1.1 スタートアップ・ルーチンに関する注意事項 ....................................... 6 
5.1.2 スタック見積もりツールに関する注意事項 ......................................... 6 

第 6 章 制限事項......................................................................... 7 
6.1 CA78K0Rの制限事項.................................................................. 7 

第 7 章 ドキュメント訂正................................................................. 8 
7.1 ビルド編のドキュメント訂正事項 ..................................................... 8 
7.1.1 最適化手法の説明変更 ........................................................... 8 

 

 

R20UT2464JJ0100  Rev.1.00  Page 1 of 9 
2013. 1.7  



CubeSuite+ RL78,78K0R コンパイラ CA78K0R V1.60  

 

R20UT2464JJ0100  Rev.1.00  Page 2 of 9 
2013. 1.7  

第1章  対象デバイスについて 

CA78K0R がサポートする対象デバイスに関しては，WEB サイトに掲載しています。 

こちらをご覧ください。 

CubeSuite+製品ページ： 

http://japan.renesas.com/cubesuite+ 

 

http://japan.renesas.com/cubesuite+
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第2章  ユーザーズ･マニュアルについて 

本製品に対応したユーザーズ･マニュアルは，次のようになります。本文書と合わせてお読みください。 

 

マニュアル名 資料番号 

CubeSuite+ V1.03.00 RL78, 78K0R コーディング編 R20UT2140JJ0100 

CubeSuite+ V1.03.00 RL78, 78K0R ビルド編 R20UT2143JJ0100 

CubeSuite+ V1.03.00 メッセージ編 R20UT2147JJ0100 
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第3章  アンインストール時の選択キーワード 

本製品をアンインストールする場合は，2 つの方法があります。 

・統合アンインストーラを使用する(CubeSuite+自体をアンインストールする) 

・個別にアンインストールする(本製品のみをアンインストールする) 

 

個別にアンインストールを行なう場合，コントロールパネルの 

・「プログラムの追加と削除」(WindowsXP の場合) 

・「プログラムと機能」(Windows Vista, Windows 7 の場合) 

から，「CubeSuite+ CA78K0R V1.60」を選択してください。 
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第4章  変更点 

本章では、CA78K0R コンパイラの変更点について説明します。 

なお、以下の変更によってバージョンアップでコードが変わる可能性があります。 

 

4.1 CA78K0Rの変更点 
CA78K0R V1.50 から V1.60 への変更点について説明します。 

 

4.1.1 アセンブル・オプション–MIRCHKの追加 

アセンブリ言語で、word サイズの値を指定すべきところに範囲外の値を指定した場合、オーバーフローのエ

ラーを表示します。ただし、ミラー領域に付けたラベルに関しては、エラーを表示せず、下位 2 バイトを指定し

たものとして処理します。 

例えば下の例では、ラベル SYMBOL がミラー先アドレス 0xF2000 番地の時、word サイズの範囲外ですがエ

ラーを表示せずに HL レジスタに 0x2000 を格納します。 

【例】  MOVW  HL, #SYMBOL 

 

-MIRCHK オプションを指定時は、ミラー領域のラベルについても特別扱いせずに、その値が word サイズの

範囲を超えている場合はエラーを表示します 

 

本オプションを CubeSuite+で利用する場合は、「アセンブル・オプション」タブ／「その他」／「その他の

追加オプション」で指定してください。 
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第5章  注意事項 

本章では，CA78K0R V1.60 の注意事項について説明します。 

 

5.1 CA78K0Rの注意事項 
 
5.1.1 スタートアップ・ルーチンに関する注意事項 
 

 
スタートアップ・ルーチンにてスタック領域の初期化を行っていることにより、スタック領域のサ

イズによってはウォッチドッグ・タイマのリセットが発生します。 

【回避策】 hdwinit 関数でウォッチドッグ・タイマ・イネーブル・レジスタにて、ウォッチドッグ・タイマの

動作を無効にしてください。 

その後、スタートアップ・ルーチン 処理の終了後に有効にしてください。 

 

5.1.2 スタック見積もりツールに関する注意事項 
 

 

スタック見積もりツールは以下のランタイム・ライブラリのスタック・サイズを拡張命令搭載品と

して計算されます。 

- lsdiv, ludiv, lsdivr, ludivr 
- lsrem, lurem, lsremr, luremr 
- divuw, divuwr 
- lsdiv, ludiv, lsdivr, ludivr 
- lsrem, lurem, lsremr, luremr 
- divuw, divuwr 
 

 対象デバイスが拡張命令非搭載品の場合は、マニュアル「RL78,78K0R コーディング編」 

"6.14 ライブラリ消費スタック一覧"を参考に調整してください。 
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第6章  制限事項 

本章では，CA78K0R の制限事項について説明します。 

 

6.1 CA78K0Rの制限事項 
 

ありません。 
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第7章  ドキュメント訂正 

本章では，CubeSuite+のドキュメントの訂正について説明します。 

また，Help にも同様の内容が記載されておりますので，ドキュメントと同様に読み替えてください。 

 

7.1 ビルド編のドキュメント訂正事項 
 

7.1.1 最適化手法の説明変更 
 

【場 所】 [B.1.2 機能] (1) 最適化手法 → 備考 

【修正前】 （a）～（g），（n），（o）は，最適化オプションの指定によらず行われます。 

（h）～（m），（q），（r）の最適化は，最適化オプションが指定された場合に行われます。 

【修正後】 （a）～（g），（j），（n），（o）は，最適化オプションの指定によらず行われます。 

（h），（i），（k）～（m），（q），（r）の最適化は，最適化オプションが指定された場合に

行われます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 
 



 

 

 

http://japan.renesas.com/contact/

100-0004 2-6-2 (03)5201-5307

http://www.renesas.com■営業お問合せ窓口

ルネサス

■技術的なお問合せおよび資料のご請求は下記へどうぞ。

　総合お問合せ窓口：

エレクトロニクス販売株式会社　〒 千代田区大手町 （日本ビル）

※営業お問合せ窓口の住所・電話番号は変更になることがあります。最新情報につきましては、弊社ホームページをご覧ください。

© 2013 Renesas Electronics Corporation and Renesas Solutions Corp.

Colophon 2.0

 


	第1章　 対象デバイスについて
	第2章　 ユーザーズ･マニュアルについて
	第3章　 アンインストール時の選択キーワード
	第4章　 変更点
	4.1 CA78K0Rの変更点
	4.1.1 アセンブル・オプション–MIRCHKの追加


	第5章　 注意事項
	5.1 CA78K0Rの注意事項
	5.1.1 スタートアップ・ルーチンに関する注意事項
	5.1.2 スタック見積もりツールに関する注意事項


	第6章　 制限事項
	6.1 CA78K0Rの制限事項

	第7章　 ドキュメント訂正
	7.1 ビルド編のドキュメント訂正事項
	7.1.1 最適化手法の説明変更



